
SCMとビジネスモデル課題
解説



Question１

•１．ファーストリテイリング（2018年8月決算）とINDITEX
（2019年1月決算）の連結財務諸表から両社の1年間の在庫回転
率を計算しなさい。

⇒計算式の確認

⇒ファーストリテイリング・INDITEXの財務諸表の入手



Question１

•計算式の確認

⇒富野先生のスライド24ページ



Question１

•ファーストリテイリング・INDITEXの財務諸表の入手

⇒INDITEXのHP
（https://www.inditex.com/en/investors/investor-
relations/annual-reports）へ

⇒アニュアルレポートの中から必要な数字を探す



Question１



Question１：売上原価（Cost of Sale)

この数字をつかう
Ctrl＋Fを使い、”cost of sale”と検索すればすぐに見つかる



Question１：期中平均棚卸資産
•期中平均棚卸資産額＝（期首棚卸資産＋期末棚卸資産額）/2

この2つを使う

当期の期首棚卸資産は
前期の期末棚卸資産を
使用する



Question１：在庫回転率の計算
•これらを用いて計算をすると、

•期中平均棚卸資産額＝（期首棚卸資産＋期末棚卸資産額）/2

2018年売上原価 11329
2018年棚卸資産 2716
2017年棚卸資産 2685
2018年期中平均棚卸資産 2700.5
在庫回転率 4.195149



Question１：在庫回転率の計算
•同様にしてファーストリテイリングを計算をすると、

2018年売上原価 1080123
2018年棚卸資産 464788
2017年棚卸資産 289675
2018年期中平均棚卸資産 377231.5
在庫回転率 2.86329



Question２

•２．アパレル産業のものづくりの特徴を踏まえて、両社のSCM
モデルの違いについて説明しなさい

⇒まず、アパレル産業のものづくりの特徴を述べる

⇒そのうえで、ファーストリテイリングとINDITEXのSCMモデ

ルの違いについて述べる。



Question２：アパレル産業のものづくりの特徴

• 一番まとめてこの特徴を書いてあるのはスライド41ページ

⇒発注から納品までのリードタイムが長い（スライド36）

需要が不安定で読みにくい（スライド38、40）

競争が激しい（スライド39）

⇒物を作るのには時間がかかる、しかし、未来の予測をするのも難しい

これに対して、どのようにファーストリテイリングとINDITEXが対処

しているかを記述する。その際には、投機戦略・延期戦略という言葉

を使ってまとめられるとよい。



Question２：ファーストリテイリング

•投機的な戦略により、未来の予測を当てるという方針をとってい
る

⇒流行に左右されにくいベーシック品に絞る、など…

（スライド48・50）

⇒基本的には1年越しで計画したものを週単位で微調整して売り切

る投機戦略（スライド54）



Question２：INDITEX

•一部投機的な戦略を用いつつも、ファストファッションビジネス
を行うことで、ものを短期間で作っている

⇒SPAを使ったファストファッションビジネス（スライド60、61）

⇒ベーシックな商品では投機的な戦略をとっている（スライド61）

⇒生地に関しては投機的な色合いが強い（スライド63）



Question２：まとめ
•業界の特徴

⇒発注から納品までのリードタイムが長い

需要が不安定で読みにくい

⇒商品をつくるのに時間がかかるにもかかわらず、将来予測も難しい

•それに対してファーストリテイリングとINDITEXの両社は以下のよ
うな投機戦略・延期戦略を用いて対処している。

ファーストリテイリング INDITEX

投機戦略 カジュアルベーシックというコンセプト
1年越しに計画し、短期間で売切る

ベーシック品の取り扱い
生地をあらかじめストックしておく

延期戦略 デザイン性の高い商品を投入した売切り御免ビ
ジネス・ファストファッション


